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会員のみなさまには本会の活動に平素ご協力いただき、まことにありがとうござ

います。昨年の最大のトピックは、当支部会員数が 1000 名の大台にのり、10 月時

点で 1051 名となったことです。2015 年は 698 名でしたが、その後順調に会員が増

え（平均年間約 90 名程度増加）現在に至っています。これは中谷元理事長、加藤

前会長をはじめ、歴代の理事長、理事、常任幹事、事務局のみなさまのご努力のた

まものと存じております。われわれとしては 2026 年の世界 IAP 学会総会（小田会長）

を開催したいと念願しており、会員の増加は投票権の増加に直結するところで、そ

の面でも喜ばしいことです。

本会の重要な役割は昨年の会報にも書きましたように、国際性と教育という言葉

に集約されるところです。前者については、日韓、日台という枠組みでの会を 2 年

おきに行っており、病理学会のほうでの海外からの参加者コーナーの交渉等を受け

持っています。後者については、春のふぁんだめんたる（初学者向け講習会、松原

先生の発案による）と秋の病理診断講習会とスライドセミナー、病理学会総会時の

コンパニオンミーティングに代表される活動がございます。ふぁんだめんたる講習

会には約 100 名の参加があります。病理診断講習会は 350 名から 450 名、スライド

セミナーは延べ 700 から 800 名が受講されます。当然のことながらこれらの会にお

いて出席者の中の会員に占める割合は明らかに上昇しており、2015 年は 55％、

2016 年は 74％、2019 年は 80％となっています。本年度のふぁんだめんたるは東京、

診断講習会、スライドセミナーは浜松で開催予定です。会員のみなさまによい講演、

セミナーを提供できるかが重要な課題ですが、長尾前委員長、清川委員長のもとしっ

かりした体制が整備されてきており、自信をもって運営できる仕組みを持つに至っ

ております。ひとつ課題があると思っていることは、日韓、日台のスライドカンファ

レンス及び領域別の会についてです。いずれも実に真摯で活発な会であり、深い友

情関係の源泉となっています。しかし、やや仲間内の会という趣があり、その存在

が広く浸透しているのか疑問に思うところです。これを継続発展させるためには若

いひとびとの参加を奨励することが非常に重要だと感じています。さいわい最近の

日台、日韓では新たな参加者をみることができてきていますが、それをより広めた

いと念願しております。

2021 年には岡山で第 12 回アジア太平洋国際病理アカデミー（APIAP）を開催い

たします。その準備状況についてご紹介します。同年 11 月 3 日から 6 日に岡山コ

ンベンションセンターにて開催いたします。副会長を清川理事にお勤めいただきま

す。同 11 月 6 日に JDIAP の教育セミナーとスライドセミナーを同じ会場にて開催

2020 年 IAP 日本支部の現況・活動ご報告
（12 回 APIAP を含めて）

病理アカデミー日本支部会長　吉野　正



2

APIAP 2021サーキュラー案
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いたします。2021 年の日本病理学会秋期特別総会もわたくし

どものところで開催予定ですが、種々の議論を重ねた結果、

これを同 11 月 4 日 5 日に同会場（の予定）で開催すること

といたしました。APIAP の参加者がどれくらいになるのか、

実は正確なものはなく、事前登録制を行うことで全体像を把

握いたしたいと存じます。病理学会へのご参加者については、

かなり廉価な料金設定をすることを考えております。多数の

ご参加を期待しています。APIAP の目玉としては、都築常

任幹事のご尽力により、WHO 分類（Ian Cree）、AJCC（Mary 

Kay Washigton）、ICCR reporting system（John R Srigley）

を招聘することを試みております。これは、世界的に病理報

告書を統一したものとしようという動きがありその紹介で、

病理医としてはきわめて重要なことだと思います。さらに、

10 程度のコースを設定し、日本と APIAP（特にアジア）の

代表者に司会と演者の推薦をいただくことにより実質的な会

にしたいと思います。また、前述の日韓の年に当たるので、

スライドセミナーも実施する予定です。ご参加いただくと日

韓でどのような議論がなされるかを体験いただくことができ

ます。さらに、1 時間以上のまとまった特別講演をいただき、

病理学会専門医の点数付与をしたいと考えています。手作り

の会ですが、JDIAP の国際性と教育ということを体現する会

にいたしますので、多数のご参集を重ねてお願いいたします。

IAP日本支部　2020年理事・役員名簿

会長 吉野　正

 岡山大学大学院病理学

前会長 加藤　良平

 伊藤病院病理診断科

次期会長 小田　義直

 九州大学大学院医学研究院形態機能病理学

常任幹事 都築　豊徳

 愛知医科大学病院病理診断科

広報担当 森谷　卓也

 川崎医科大学病理学

教育担当 清川　貴子

 東京慈恵会医科大学病理学講座

理事 清川　貴子

理事 中村　直哉

 東海大学医学部基盤診療学系病理診断学

理事 羽賀　博典

  京都大学医学部附属病院病理診断科・病理部

理事 久岡　正典

 産業医科大学第 1 病理学

理事 九嶋　亮治

 滋賀医科大学臨床検査医学講座

理事 長嶋　洋治

 東京女子医科大学病理診断科

会計監事 岩下　明德

 福岡大学筑紫病院、AII 病理画像研究所

広報委員会
委員長 森谷　卓也

副委員長 久岡　正典

委員 長嶋　洋治

教育委員会
委員長 清川　貴子

副委員長 中村　直哉

委員 三上　芳喜

 熊本大学医学部附属病院病理診断科

委員 久岡　正典

委員 原田　憲一

 金沢大学医薬保健研究域医学系人体病理学

委員 近藤　哲夫

 山梨大学医学部人体病理学

委員 九嶋　亮治

委員（ふぁんだめんたる担当）

 松原　修

学術奨励賞選考委員会
委員長 長尾　俊孝

 東京医科大学人体病理学

副委員長 相島　慎一

 佐賀大学医学部病因病態科学診断病理学

委員 佐藤　康晴

 岡山大学大学院保健学研究科

委員 牛久　哲男

 東京大学人体病理学

委員 長嶋　洋治

外部委員 （日本病理学会から 1 名）

 （日本臨床細胞学会から 1 名）

Award選考委員会
委員長 松原　修

 平塚共済病院病理診断科

副委員長 長村　義之

 日本鋼管病院病理診断科

委員 岩崎　宏

 福岡大学医学部総合医学研究センター

委員 橋本　洋

 ㈱臨床病態医学研究所

2020 年 IAP 日本支部 
新理事・役員一覧
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理事指名委員会
委員長 加藤　良平

副委員長 中谷　行雄

 横須賀共済病院病理診断科

委員 松原　修

委員 長村　義之

委員 小田　義直

委員 都築　豊徳

合同会議実行委員会
委員長 羽賀　博典

副委員長 南口　早智子

 京都大学医学部附属病院病理診断科・病理部

委員 渡辺　みか

 東北大学病院病理部

委員 山元　英祟

 九州大学大学院医学研究院形態機能病理学

委員 山口　浩

 東京医科大学人体病理学

委員 田中　健大

 岡山大学大学院病理学

米国交流委員会
委員長 Mari Mino-Kenudson

 Massachusetts General Hospital, Boston

委員 木田　正俊

  University of Vermont College of 

Medicine

委員 大島　喜世子

 Johns Hopkins Bayview Medical Center

委員 原田　秀子

 Univ. of Alabama, Birmingham

IAP本部
President-elect 長村　義之

Vice President Asia　松原　修

Past President 牛込　新一郎

IAP日本支部
名古屋事務局長 都築　豊徳

 tsuzuki@aichi-med-u.ac.jp

担当 鈴木　友子

 nagoya.office@iapjapan.org

東京事務局長 松原　修

 matsubara@iapjapan.org

担当 大谷　茉子

 tokyo.office@iapjapan.org

愛知医科大学病院　病理診断科　都築豊徳

2019 年 11 月 29 日（金曜日）から 30 日（土曜日）にかけて、

韓国、釜山の Commodore Hotel にて第 16 回日韓合同 IAP

スライドカンファレンスが開催されました。Commodore 

Hotel は非常に豪華なホテルで、韓国側の強い熱意を感じま

した。29 日（金曜日）の午後には General session とレセプショ

ンが、30 日（土曜日）の午前中には 5 つの臓器別セッション

（Bone and Soft Tissue Pathology、Pulmonary Pathology、

Endocr ine Patho logy、Geni tour inary Patho logy、

Pancreatobiliary Pathology）が開催されました。

韓国 IAP 会長の Lee 先生より開催の挨拶が行われました。

日韓関係の悪化していた中での開催でしたが、Lee 先生はそ

の点に言及され、本当に困っているときに助け合うのが真の

友情であるとの発言をなされました。まさに正鵠を得た発言

であり、学問的討議の場である本会が政治的な問題点に左右

されることがないように開催することの重要性を改めて認識

しました。それに続き日韓双方の先生方の挨拶が行われ、

General session が行われました。日韓双方から４題、計８題

の症例が提示されました。そのすべてが非常に難解であった

のですが、日韓双方の discussant とも HE 標本のみで正確な

診断を行っていました。免疫染色や遺伝子診断がもてはやさ

れる今日この頃ですが、やはり基本は HE 標本であることが

再認識されました。更には、それに対する的確な質問が会場

からも行われ、出席者のレベルの高さにも目を見張るものが

ありました。休憩時間帯にはポスター発表も行われ、若手の

先生方には海外発表の良い機会になったのではないかと思い

ました。このセッションの終了後、韓国側から Dr. Jung によ

る 乳 癌 の 講 義（ 演 題 名：Pathologic Diagnosis for Breast 

Cancer on Therapeutic Perspectives）及び Dr. Kim による

胎盤の講義（演題名：Overview of Placental Pathology）の

2 つが行われました。いずれも内容の濃い講演で、日常診療

にもすぐに応用可能な、非常に有意義な講演でした。

講演に続き、Dr. Lee によるピアノ生演奏が行われました。

Dr. Lee は Seoul Red Cross Hospital に勤務する現役女性病

理医で、非常に魅力的な演奏でした。その後 Dr. Lee に直接

伺ったところ、既に CD を 8 枚程度発売しているとのことで

した。クラシックと創作のどちらも演奏されるとのことでし

たが、どちらかと言えば後者の方が御自分の嗜好に合ってい

るとのことでした。受付には Dr. Lee の演奏された CD が置

かれていましたが、非常に心休まるサウンドからなる内容の

曲集でした。ピアノ演奏の後に welcome banquet が行われま

した。翌日の臓器別合同カンファレンスのグループごとに円

卓の席が設けられました。日本人と韓国人が交互に着座する

第16回日韓合同IAPスライドカンファレンス（The 16th Korea-Japan Joint Slide 
Conference of International Academy of Pathology）が開催されました
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方式で、相互の情報交換には非常に有意義な会であったと思

います。

welcome banquet の後には、臓器別に二次会が行われまし

た。それぞれお互いの親交が深まったのではないかと思いま

す。

2 日目は、各臓器に分かれてそれぞれのセッションが行わ

れました。私自身は全ての内容は把握できていませんが、最

終的に頂いた診断結果を拝見すると、非常に興味深い症例が

高い精度で討議されたことがよく分かりました。それぞれの

セッションを担当して頂いた先生方には、この場をお借りし

て深く感謝申し上げます。各臓器セッションが終了後は、

Commodore Hotel での昼食を取り、それぞれ帰国の途に着き

ました。

最後に今回から日韓の運営方法に関係する内容を少し変更

したことをお知らせしたいと思います。以前から日韓両国の

歓待が豪奢になりすぎていたところがありましたので、今回

は韓国側に依頼して、様々なツアーなどを遠慮して頂きまし

た。以前のままですと、歓待する側の負担が非常に大きく、

カンファレンスともてなしのどちらが重要なのかわからなく

なってしまうことを危惧したからです。新しい試みでしたが、

非常に順調に会が進行できたと思います。本来の学問的な観

点に戻って、新しい日韓 IAP 合同スライドカンファレンスが

行われるように努力していきたいと思います。本会は非常に

魅力的で参加しやすい国際学会ですので、若手の先生方にも

是非参加して頂ければと思います。次回は 2021 年 11 月 3 日

から 6 日に岡山で開催される Asia-Pacific IAP meeting の会

期中に行われる予定です。Asia-Pacific IAP meeting は日本

病理学会秋期特別大会との同時開催ともなります。多くの先

生方の参加をお願い致します。

福岡大学医学部病理学講座　林　博之

2019 年秋の終わりの釜山を訪れ、第 16 回日韓合同カンファ

レンスへ参加しましたので、所感を書かせていただきます。

福岡大学医学部病理学講座　林博之と申します。自身 3 回目

となるカンファレンスは、初めて参加した４年前と変わらな

い韓国 IAP 支部のもてなしを受け、友好的な雰囲気を感じる

ものでした。

会場となる釜山は、地元福岡からは空路で 1 時間弱、高速

艇で３時間と日帰りできます。時間に余裕をもって空路で金

海国際空港に到着し、散策がてらに空港から無人運転の鉄道

路線、地下鉄と乗り継ぎながら、釜山港へ移動しました。日

常の韓国語に全く疎いので、車内放送や広告の文字に初め目

がまわりそうになり、窓から鉄道路線の外へ目を移してみま

した。釜山の陸と海の出会う港が遠くにみえ、車窓からの日

差しは温かみがあります。網の目になりすぎない地下鉄、ほ

どほどの人の混雑具合は、福岡のコンパクトな街並みと似て

おり、一駅ごとに慣れていきました。

高層ビルの並ぶ釜山港からは、白や淡いパステル色の小さ

な建物がひしめく山手に向かって、曲がりくねった急な石畳

の坂を歩いて行きました。見ず知らずの細道や階段で息をき

らし、低い長方形の建物が密集する住宅街でゆっくり歩みを

進めると、突然高層階のコモドホテルがそびえ立ちます。伝

統的な韓国建築様式からなるそうで、ホテル内には「五方正

色」と呼ばれる黄、青、白、赤、黒色が随所にちりばめられ、

重厚優美なデザインに圧倒されました。ホテルで日本からの

参加者にお会いしたときには、大変安堵したのを覚えていま

す。

第 16 回日韓合同カンファレンスに参加して

第16回日韓合同IAPスライドカンファレンスの集合写真
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カンファレンス opening remark の挨拶では、日韓のこれ

までの歩みが述べられ、これからも共に歩もうと呼びかける

ものでした。昨年は両国関係のニュースに触れない日々はな

く、インバウンドに依存する地元福岡も目にみえて観光客は

少なくなっていました。なにかしら不安も払拭できないそん

な時の訪韓でしたので、日韓 IAP の長い交流を目指す挨拶は

とても力強く感じられました。以前、日本との関係が冷え込

む国を取材したドキュメンタリー番組で、「こんな状況でも

日本語コンテストを開催できるのは、仲良く出来る証」と若

い女性が語ったことを思い返しました。

症例検討会には、異なる臓器の領域から稀や難解な症例が

それぞれ提示され、1 例目から活気のある討議でした。

Submitter や discussant により診断アプローチは様々です。

颯爽とするプレゼンには惹きつけられ、外連味のないプレゼ

ンはとても好印象、フロアからの明晰なコメントにはじっと

耳をそばだて、会は賑やかに進んで行きました。

Welcome banquet では、翌日の臓器別合同カンファレンス

のグループにあわせ円卓の席が設けられました。両国の参加

者が交互に着席となります。なかなか出はなは余所余所しい

ものの、4 年前に多く話す機会のなかった先生に「覚えてい

ますよ」と嬉しい言葉をかけていただきました。食事ととも

に話に花が咲き、雰囲気はすぐに穏やかなものになりました。

私は、ソウルのプライベート病院に勤務される先生と隣にな

りました。釜山へはご家族と一緒にこられ、名門ホテルの滞

在が楽しみと柔和な表情でお話されます。次回開催は岡山と

いうことで、ももたろうや岡山後楽園にも話題が進みました。

私事で「釜山の地元の方に人気の美味しいお店はどこですか」

と尋ねたところ、携帯を取り出し、親切にも電話の向こうの

同僚にまで問い合わせてくださいました。なお、翌日に豚骨

スープに茹でた身とご飯が入った「デジクッパ」の店に伺い

ました。福岡の者としては豚骨が気になっていたのです。白

湯スープに塩、辛味噌を足し美味しくいただきました。

二次会は釜山の繁華街として知られる南浦洞にでかけ、泌

尿器グループの 14 名膝を交えて話し合いました。韓国全土

から患者の集まる大規模な病院についても聞くことができま

した。お店の料理も美味しく、おすすめのエビのアヒージョ

はバゲットをともにすると、なかなか手が止まりません。と

ころで先程は白身の刺し身を葉野菜にまいて、わさび醤油で

でいただきました。釜山は海鮮も美味しいですね。

2 日目、前日の和やかな雰囲気のまま泌尿器グループの第

3 回症例検討会が開催されました。軽妙洒脱なご講演を拝聴

し、さて submitter として発表です。部屋は格調高い落ち着

いたホールでありますが、絨毯の赤色とテーブルクロスの深

い青色には、サッカーや野球韓国代表のユニフォームも思い

浮かばれ、なにかアウェー戦のようにも感じられました。先

に提示される discussant のお話し具合から討議の質問を予想

し、最後の準備はできました。余裕を持って発表に臨めると

直前は思っておりましたが、続いて演台で口を開くと「しー

でぃーごじゅうろく（CD56）」と恥ずかしながら日本語が混

じりました。フロアの吹き出した笑いは、いい思い出です。

発表後は有り難いことに日本と韓国側両方より多くの質問を

いただき、私自身楽しい討議となりました。なによりも専門

領域の先生と集い、多く謦咳に接したことが貴重な財産です。

このような機会をいただき、誠に有難うございました。

カンファレンスが終了したあと、南浦洞を散策しました。

ふもとの国際市場には 1 坪ぐらいの店が何百と軒を並べてい

ます。店の間に入り組んだ狭い路地は迷路のようでしたが、

初日より少し近しく感じ歩くことがました。高台にあり市内

を一望できる釜山タワーを訪れると、展望台からはコモドホ

テルが見下ろされます。ひとえに日韓 IAP 支部の友好のお陰

でこの地を訪れ、心地好く滞在できたのだと、その景色を撮

影しました。孟子の言葉には「山中の小道は人が歩けば大き

な道になるが、歩かなければ草ぼうぼう」という教えがあり

ます。私も親交の道を塞がぬよう続けてカンファレンスに参

加し、またそのときを写真に収めればと思います。

泌尿器グループの2次会

釜山タワーから見下ろすコモドホテル
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The 16th Korea-Japan Joint Slide Conference of International 

Academy of Pathology（IAP）

Day 1：2019. 11. 29.（Friday）

Haemaru hall, 2F, Commodore Hotel, Busan, Korea

Case J-1：Pancreas, 63-year-old female

Moderator：Noriyoshi Fukushima, Jichi Medical University, 

Japan

Submitter：Takeo Yamamoto, Kyushu University, Japan

Discussant：Hye Jeong Choi, Ulsan University Hospital, 

Ulsan, Korea

Abstract：Clinical history：Sixty-three year-old female 

patient was admitted to our hospital for examination of a 

pancreatic tumor, which was found during a checkup on 

abdominal ultrasonography. Abdominal computed 

tomography revealed a 20 mm pancreatic mass located in 

the pancreatic body. Based on preoperative examinations, 

we diagnosed the tumor as a pancreatic neuroendocrine 

tumor, and then performed a laparoscopic spleen-preserving 

distal pancreatectomy. The resected pancreas was 

containing a well-circumscribed and solid mass, and its cut 

surface was white.

Final diagnosis：Sclerosing epithelioid mesenchymal neoplasm 

of pancreas

Case K-1：49-year-old male, Lung and pleura mass

Moderator：Se Jin Jang, Asan Medical Center, University of 

Ulsan, Seoul, Korea

Submitter：Yoon-La Choi, Samsung Medical Center, 

Sungkyunkwan University, Seoul, Korea

Discussant：Takeshi Fujii, Toranon Hospital, Japan

Abstract：A man 49 years of age who smoked with 10 pack-

year presented with dyspnea and right flank pain. He was 

treated on the provisional diagnosis of pneumothorax but 

symptom was not relieved. The computed tomography（CT）

of his chest showed a malignant right pleural effusion with 

multiloculation as the manifestation of malignant pleural 

effusion. A presumed primary tumor in the superior 

segment of the right lower lobe with atelectasis was also 

found. The emergency palliative chemotherapy was started 

General Session の記録
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due to rapid progression. The primary debulking surgery of 

pleural mass was performed. The submitted slide was taken 

from pleural excision specimen.

Final diagnosis：NUT midline carcinoma.

Case J-2：50-year-old female, Pancreas

Moderator：Kenji Notohara（Kurashiki Central Hospital）

Submitter：Hiroshi Yamaguchi（Tokyo Medical University）

Discussant：Kee-Taek Jang（Samsung Medical Center, 

Sungkyunkwan University）

Abstract：50-year old Japanese woman visited our hospital 

because of right upper abdominal pain. Although serum 

tumor markers were within normal range, pancreatic-head 

mass and multiple lymph-node metastases were detected by 

imaging studies（such as computed tomography, magnetic 

resonance image and ultrasonography）. Endoscopic 

ultrasound-guided fine needle biopsy both from a pancreatic 

head mass and a lymph node revealed malignancy. She 

underwent pylorus preserving pancreatoduodenectomy. 

Two representative slides will be demonstrated.

Final diagnosis：Small-cell type neuroendocrine carcinoma

（NEC）with small adenocarcinomatous component.

Case K-2：49-year-old male, Duodenum tumor

Moderator：Hye Jung Choi, MD（Ulsan University, Ulsan, 

Korea）

Submitter：Haeryong Kim（Seoul National University 

Hospital, Seoul, Korea）

Discussant：Takuma Tajiri（Tokai University Hachioji 

Hospital, Hachioji, Japan）

Abstract：A 49-year-old male without previous surgico-

medical illness visited the outpatient clinic complaining of 

abdominal pain and melena. An abdominal CT revealed 

thickening of the duodenal wall. He underwent a Whipple 

operation under the impression of a malignant duodenal 

neoplasm. Submitted slide is a representative section from 
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the duodenal mass.

Final diagnosis：Gastrointestinal clear cell sarcoma

Case J-3：79-year-old male, Soft tissue tumor

Moderator：Masanori Hisaoka（University of Occupational 

and Environmental Health, Japan）

Submitter：Waki Hosoda（Aichi Cancer Center, Japan）

Discussant：Ha Young Woo（Yonsei University Severance 

Hospital, Seoul, Korea）

Abstract：Patient is a man aged 79 who had been well until 

3 months before the visit to our hospital when a persistent 

shoulder pain developed. He had had a history of hitting his 

shoulder hard in his 30s, and since then he had noticed a 

lump in his shoulder. He was seen by his orthopedic 

surgeon at another clinic where X ray of the shoulder 

revealed a calcified mass near the shoulder joint. He was 

referred to our orthopedic surgery for further evaluation 

and treatment. CT of the shoulder revealed a well-

circumscribed solid tumor in the trapezoid muscle, 

measuring 68mm in greatest dimension, characterized by 

numerous fine calcifications in the periphery of the tumor. 

Biopsy was performed, and the tumor was diagnosed as 

atypical spindle cell proliferation, suspicious for sarcoma. 

Wide resection of the shoulder tumor was performed. 

Histologically, the tumor consisted of homogeneous, short 

spindled neoplastic cells with round to oval nuclei, growing 

in a trabecular or fascicular fashion. Tumor cells were 

accompanied by hyalinized and partly calcified collagenous 

stroma. Mitotic activity was low（0-1/10HPF）, and no 

tumor necrosis was seen. Immunohistochemically, tumor 

cells were all negative for cytokeratin, p63, S100, Desmin, 

CD34, HMB45, MITF, SOX10, TTF1, SATB2, TFE3, TLE1, 

ERG, EMA, MUC4, and beta-catenin. Ki67 LI was 1%.

Final diagnosis：Myoepithelioma

Case K-3：52-year-old female, Pancreas

Moderator：Seoung-Mo Hong（Asan Medical Center, Seoul, 

Korea）

Submitter：Kee-Taek Jang, Sanhyun Shin（Samsung 

Medical Center, Sungkyunkwan University, Seoul, Korea）

Discussant：J Yoshiki, Naito（Kurume University Hospital, 

Japan）

Abstract：A female patient with 52 years old age admitted 

hospital with chief complain of abdominal pain. Her past 

medical history was unremarkable and laboratory finding 

were within normal range except for increased CEA level

（10.54 ng/ml）. The abdominal computed tomography 

revealed a large solid and cystic mass in pancreas tail 

portion, measuring 5 cm. She underwent laparoscopic 
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RAMPs operation under the impression of malignant solid 

pseudopapillary tumor or mucinous cystic neoplasm. The 

submitted slide was taken from resected specimen.

Final diagnosis：Carcinosarcoma

Case J-4：63-year-old male, Mediastinal tumor

Moderator：Hiroshi Minato（Ishikawa Prefectural Central 

Hospital, Japan）

Submitter：Masafumi Ito（Japanese Red Cross Nagoya 

Daiichi Hospital, Japan）

Discussant：Myoung Ju Go（Daedong hospital, Busan, 

Korea）

Abstract：Sixty-three year-old male patient consulted 

internal medicine by bloody sputum 2 weeks continued, and 

large mediastinal mass was pointed out. He was introduced 

our Department of Respiratory Surgery. Chest CT-graph 

demonstrated large cystic mass（12x12x16cm）in right 

lower middle mediastinum from bifurcation of trachea to 

right lower lobe. PET examination revealed high integrated 

FDG signal on partial cyst wall. He was treated by cyst 

drainage. Bloody fluid was aspirated and cytology 

examination was negative and no infectious agent was 

found out. Mediastinal tumor resection and right lower 

lobectomy was done. Macroscopic findings：Mediastinal 

tumor was large monocytic lesion with 16cm diameter. 

Fibrous thicken cyst wall was adhered to RLL. Necrotic 

bloody fluid was contained in cyst. Cyst wall was irregular 

thickened fibrous tissue with focally whitish tumor lesion. 

Lung had no evidence of focal lesion.

Final diagnosis：ALK positive large B-cell lymphoma（ALK-

LBCL）

Case K-4：52-year-old female, Pancreas

Moderator：Kyu Sang Lee（Seoul National Bundang 

Hospital, Korea

Submitter：Kee-Taek Jang, Kiwoong Sung（Samsung 

Medical Center, Sungkyunkwan University, Seoul, Korea）

Discussant：Akira Satou,（Aichi Medical University Hospital, 

Japan）

Abstract：A 20-year-old male patient had a past medical 

history of brain tumor of pilocytic astrocytoma in 

cerebellum 3 years ago. He underwent a surgical tumor 

removal and received a chemoradiation therapy. Recently, 

targeted therapy of vemurafenib was administered. Several 

small cutaneous pigmented lesions, measuring less than 1 

cm, were developed in scalp and fifth toe after vemurafenib 

treatment. Submitted slide was taken from pigmented lesion 

of fifth toe skin, measuring 4 mm.

Final diagnosis：Vemurafenib-associated melanocytic nevus
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The 13th Korea-Japan-Taiwan Joint Slide Conference of Bone 

and Soft Tissue Pathology

Day 2：2019. 11. 30.（Saturday）

Haemaru hall I, Commodore Hotel, Busan, Korea

Case B-J-1：17-year-old female, Left lower leg, resection

Moderator：Hsuan-Ying Huang

Kaohsiung Chang Gung Memorial Hospital, Taiwan

Submitter：Dr. Taro Mori

Kyushu University Hospital, Japan

Discussant：Dr. Kiyong Na

Kyung Hee University Hospital, Korea

Final diagnosis：Phosphaturic mesenchymal tumor, malignant

Case B-K-1：61-year-old male, Right femur neck, resection

Moderator：Yoshinao Oda

Kyushu University, Japan

Submitter：Sang Kyum Kim

Department of Pathology, Yonsei University Severance 

Hospital, Korea

Discussant：Dr. Pao-Shu Wu

MacKay Memorial Hospital, Taiwan

Final diagnosis：Phosphaturic mesenchymal tumor

Case B-T-1：31-year-old Female, Left kidney, Nephrectomy

Moderator：Yong-Ku Park

Kyung Hee University Hospital, Korea

Submitter：Dr. Jen-Wei Tsai

EDA Hospital/University,Taiwan

Discussant：Yuichi Yamada

Kyushu University, Japan

Final diagnosis：Ewing-like round cell sarcoma

Case B-J-2：55-year-old female, Lower leg, resection

Moderator：Prof. Anhi Lee

Catholic University Medical College, Korea

Submitter：Dr. Yu Toda

Kyushu University Graduate School, Japan

Discussant：Dr. Shih-Yao Lin

Taipei Veterans General Hospital, Taiwan

Bone and Soft Tissue Pathology
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Final diagnosis：Poorly differentiated synovial sarcoma

Case B-K-2：25-year-old male, Right axillary masses, resection

Moderator：Chien-Feng Li

Department of Pathology, Chi-Mei Medical Center, Taiwan

Submitter：Dr. Kyung Un Choi

Pusan National University Yangsan Hospital, Korea

Discussant：Dr. Taro Mori

Kyushu University, Japan

Final diagnosis：Clear cell sarcoma of soft tissue

Case B-T-2：30-year-old male, Left mandible, Segmental 

mandibulectomy

Moderator：Masanori Hisaoka

University of Occupational and Environmental Health, Japan

Submitter：Shih-Chiang Huang

Chang Gung Memorial Hospital, Chang Gung Medical 

University, College of Medicine, Taoyuan, Taiwan

Discussant：Dr. Chang Young Yoo

St. Vincent Hospital Catholic University Medical College, 

Korea

Final diagnosis：Inflammatory myofibroblastic tumor

Case B-K-3：58-year-old female, Uterus, Hysterectomy

Moderator：Jen-chieh Lee

National Taiwan University Hospital, Taiwan

Submitter：Yoon-La Choi

Samsung Medical Center Sungkyunkwan, University School 

of Medicine Hospital, Korea

Discussant：Chih-Hsueh Chen

Taipei Veterans General Hospital, Taiwan

Final diagnosis：Undifferentiated sarcoma of the uterus

Case B-T-3：1-year-11-month-old girl, Cervical spine, C1 

laminectomy

Moderator：Joon Hyuk Choi

Yeungnam University Hospital, Korea

Submitter：Yen-Wei Chien1, Hsuan-Ying Huang2, Yu-Chien 

Kao3

1 Wan Fang Hospital, Taipei Medical University, Taipei, 

Taiwan.

2 Kaohsiung Chang Gung Memorial Hospital and Chang 

Gung University College of Medicine, Kaohsiung, Taiwan

3 Shuang Ho Hospital, Taipei Medical University, New 

Taipei City, Taiwan

Discussant：Kyung Jin Seo

Uijeongbu St. Mary Hospital Catholic University of Korea, 

Korea

St. Vincent Hospital Catholic University Medical College, 

Korea

Final diagnosis：CIC-NUTM1 sarcoma



13

The 8th Korea-Japan Joint Slide Conference of Pulmonary 

Pathology

Korean Cardiopulmonary Pathology Study Group（KCPSG）；

Japanese Pulmonary Pathology Society（JPPS）

30 November 2019（Saturday）09：20 - 12：00

Haemaru Hall II, Commodore Hotel, Busan, Korea

Case 1（K-2）：36-year-old female, left upper lobe, wedge 

resection

Moderator：Se Jin Jang（Asan Center of Cancer Genome 

Discovery, Asan Medical Center, Seoul）

Submitter：Hye Seung Lee, Wan Seop Kim（Korea Clinical 

Laboratory, Seoul; Konkuk University Medical Center, 

Seoul）

Discussant：Takuo Hayashi（Juntendo University School of 

Medicine）

Final diagnosis：Humidifier disinfectant-associated lung injury

Case 2（J-1）：56-year-old male, left S10 segmentectomy

Moderator：Noriko Motoi（National Cancer Center Hospital）

Submitter：Yuma Fukumoto, MD, Shunichi Watanabe, 

Noriko Motoi（National Cancer Center Hospital）

Discussant：Hwa Jin Cho（Inje University Busan Paik 

Hospital）

Final diagnosis：Solitary pulmonary capillary hemangioma

Case 3（K-1）：53-year-old male, right lower lobe, wedge 

resection

Moderator：Geon Kook Lee（National Cancer Center）

Submitter：Heae Surng Park, Min-Sun Cho（Ewha Womans 

University Seoul Hospital; Ewha Womans College of 

Medicine）

Discussant：Hiroshi Minato（Ishikawa Prefectural Central 

Hospital）

Submitter’s diagnosis：Bronchiolocentric interstitial 

pneumonia, suggestive of chronic hypersensitivity 

pneumonitis；Respiratory bronchiolitis-associated interstitial 

lung disease

Discussant’s diagnosis：Pulmonary silicosis occurred in an 

equestrian worker with desquamative interst it ia l 

pneumonia-like chronic interstitial pneumonia and vascular 

changes（and possibly, with smoking-related changes）（診

Pulmonary Pathology
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断が一致しなかった）

Case 4（J-2）：39-year-old female, right middle and lower 

lobectomy

Moderator：Takeshi Fujii（Toranomon Hospital Kajigaya）

Submitter：Mari Kirishima, Takako Tanaka, Kazumasa 

Hamada, Hirotsugu Noguchi, Ikumi Kitazono, Michiko 

Horinouchi, Tsubasa Hiraki, Michiyo Higashi, Akihide 

Tanimoto（Kagoshima University）

Discussant：Yu-Deok Choi（Chonnam National University 

Medical School）

Final diagnosis：Adamantinoma-like Ewing sarcoma, EWS-FLI1 

fusion gene-positive

Case 5（K-3）：71-year-old female, right lower lobectomy

Moderator：Mee Sook Rho（Dong-A University Hospital）

Submitter：Hyeon Jeong Oh, Geon Kook Lee（National 

Cancer Center）

Discussant：Yumiko Yasuhara（Kinki Central Hospital）

Final diagnosis：Extranodal marginal zone B-cell lymphoma of 

mucosa-associated lymphoid tissue of lung

Case 6（J-3）：77-year-old male, thoracoscopic lung biopsy

Moderator：Osamu Matsubara（Hiratsuka Kyosai Hospital）

Submitter：Masashi Kawamoto, Yoshinori Kawabata, Yutaka 

Tsuchiya（Teikyo University Hospital, Showa University 

Koto Toyosu Hospital）

Discussant：Jung Wook Yang（Gyengsang National 

University Hospital）

Final diagnosis：Foreign body granulomatosis（aspiration 

pneumonia）

The 4th Korea-Japan Joint Slide Conference of Endocrine 

Pathology

Day 2：2019. 11. 30.（Saturday）

Haemaru hall III, Commodore Hotel, Busan, Korea

Moderator：

Young Lyun Oh, MD, PhD.

Samsung Medical Center, Sungkyunkwan University, Korea

Hironobu Sasano, MD, PhD.

Tohoku University Hospital, Japan

E-K-1：36-year-old male, Thyroid, Total thyroidectomy

Submitter：Yoon Ah Cho and Young Lyun Oh（Samsung 

medical center, Sungkyunkwan University）

Discussant：Yuto Yamazaki（Tohoku University）

Endocrine Pathology
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Final diagnosis：Medullary carcinoma associated with desmoid-

type fibromatosis

E-K-2：45-year-old female, Thyroid, Total thyroidectomy, 

central neck dissection and bilateral modified neck dissection

Submitter：Hee Young Na and So Yeon Park（Bundang 

Hospital, Seoul National University）

Discussant：Hirofumi Watanabe（Tohoku University）

Final Diagnosis：Sclerosing mucoepidermoid carcinoma with 

eosinophilia（SMECE）

E-K-3：28-year-old male, Thyroid, Left lobectomy

Submitter：Sue Youn Kim and Chan Kwon Jung（Seoul St. 

Mary’s Hospital, The Catholic University of Korea）

Discussant：Toru Odate（Yamaguchi University）

Final diagnosis：Spindle epithelial tumour with thymus-like 

differentiation（SETTLE）

E-J-1：62-year-old female, Left adrenal gland, Adrenalectomy

Submitter：Yuto Yamazaki, Hironobu Sasano（Tohoku 

University）

Discussant：Seung Eun Lee（Konkuk University）

Final Diagnosis：Myxoid adrenocortical carcinoma

E-J-2：83-year-old male, Thyroid, Left thyroid lobectomy

Submitter：Hirofumi Watanabe, Hironobu Sasano（Tohoku 

University）

Discussant：Hee Young Na（Seoul National University）

Final diagnosis：Carcinoma with squamous differentiation with 

undetermined subclassification

Differential Diganosis：Carcinoma showing thymus-like 

differentiation（CASTLE）, Squamous cell carcinoma, poorly 

differentiated / anaplastic carcinoma

E-J-2：73-year-old male, Thyroid, Left thyroid lobectomy

Submitter：Toru Odate, Tetsuo Kondo, Ryohei Katoh

（University of Yamanashi）

Discussant：Ju Yeon Pyo（Catholic Kwandong University）

Final diagnosis：Solitary fibrous tumor（SFT）

The 3rd Korea-Japan Joint Slide Conference of Genitourinary 

Pathology

Day 2：2019. 11. 30.（Saturday）Huirak hall I, Commodore 

Hotel, Busan, Korea

Genitourinary Pathology
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Lecture J-1

Moderator：Yoji Nagashima, Tokyo Women’s Medical 

University Hospital

Lecture Speaker：Toyonori Tsuzuki , Aichi Medical 

University Hospital

Intraductal carcinoma of the prostate

Lecture K-1

Moderator：Gheeyoung Choe, Seoul National University 

College of Medicine

Lecture Speaker：Yong Mee Cho, Asan Medical Center

Genomic landscape of young-onset bladder cancer and it’s 

prognostic implication on adult bladder cancer

Case G-J-01：59-year-old Japanese male, Right testicular 

tumor, orchitectomy

Moderator：Hiroyuki Yanai, Okayama University

Submitter：Kosuke Miyai, National Defense Medical College

Discussant：Su-Jin Shin, Gangnam Severance Hospital, 

Yonsei University College of Medicine

Final diagnosis：Seminoma concurrent with malignant 

lymphoma

Case G-K-01：69-year-old male, Prostate mass, prostatectomy

Moderator：Chan Choi, Chonnam National University 

Hwasun Hospital, Chonnam National University

Submitter：Ghee Young Kwon, Samsung Medical Center, 

Korea

Discussant：Akira Sato, Aichi Medical University, Japan

Final diagnosis：Prostatic stromal sarcoma

Case G-J-02：73-year-old Male, Bladder, Transurethral 

resection

Moderator：Toyonori Tsuzuki, Aichi Medical University 

Hospital

Submitter：Hiroyuki Hayashi, Fukuoka University

Discussant：Hyun Jung Lee, Pusan National University 

Yangsan Hospital

Final diagnosis：Rhabdomyosarcoma, bladder

Case G-K-02：33-year-old female, Right kidney, partial 

nephrectomy

Moderator：Yeong Jin Choi, Seoul St. Mary’s Hospital, The 

Catholic University of Korea,

Submitter：Kyu Sang Lee, Seoul National University 

Bundang Hospital, Seoul National University College of 

Medicine

Discussant：Yoji Nagashima, Tokyo Women's Medical 

University Hospital

Final diagnosis：MiT translocation-associated malignant 

PEComa, melanotic
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Case G-J-03：50-year-old male, Left kidney, nephrectomy

Moderator：Yoji Nagashima, Tokyo Women’s Medical 

University Hospital

Submitter：Fumiyoshi Kojima, Wakayama Medical 

University

Discussant：Kyung Chul Moon, Seoul National University 

College of Medicine

Final diagnosis：“High grade” oncocytic tumor

Case G-K-03：42-year-old male, Retroperitoneal mass, Excision

Moderator：Nam Hoon Cho, College of Medicine, Yonsei 

University

Submitter：Young Sub Lee, Seoul St. Mary’s Hospital, The 

Catholic University of Korea

Discussant：Hiroyuki Yanai, Okayama University, Japan

Final diagnosis：Metastatic germ cell tumor, giving 

teratomatous elements after chemotherapy

The 1st Korea-Japan Joint Slide Conference of Pancreatobiliary 

Pathology

Day 2：2019. 11. 30.（Saturday）

Huirak hall II, Commodore Hotel, Busan, Korea

Moderator：

Seoung-Mo Hong（Asan Medical Center）,

Noriyoshi Fukushima（Jichi Medical University）

Case 1（PB-K-1）：25-year-old female, Pancreas, resection

Submitter：Kee-Taek Jang（Samsung Medical Center）

Final diagnosis：Squamoid cyst arising from intrapancreatic 

spleen tissue

Pancreatobiliary Pathology
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C a s e  2 （ P B - J - 1 ）： 6 5 - y e a r - o l d  m a l e ,  P a n c r e a s , 

Pancreatoduodenectomy

Submitter：Yuko Omori（Tohoku University Hospital）

Final diagnosis：Pleomorphic solid pseudopapillary neoplasm of 

the pancreas

Ca s e  3（PB -K - 2）：70 - y ea r - o l d  ma l e ,  L i v e r ,  L e f t 

hemihepatectomy

Submitter：Hye Jung Choi（Ulsan University Hospital, 

Ulsan, Korea

Final diagnosis：MALToma of the liver

Case 4（PB-J-2）：Pancreas

Submitter：Toshihiro Haga（Hirosaki University Graduate 

School of Medicine）

Final diagnosis：Intra-ampullary papillary-tubular neoplasm

（IAPN）, minimally invasive, and mass-forming pancreatitis.

Case 5（PB-K-3）：67 year-old female, Pancreas, Total 

pancreatectomy

Submitter：Haeryoung Kim（Seoul National University 

Hospital）

Final diagnosis：Invasive ductal carcinoma of the pancreas 

with microcystic and papillary pattern.

Case 6（PB-J-3）：Teenaged boy, Gallbladder, Cholecystectomy 

and choledochectomy

Submitter：Kenji Notohara（Kurashiki Central Hospital）
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Final diagnosis：Giant inflammatory/filliform polyposis of the 

gallbladder.

Mini-Lectures

Moderator：Kee-Taek Jang（Samsung Medical Center）

Toru Furukawa（Tohoku University）

Seoung-Mo Hong（Asan Medical Center）

Vascular invasion in pancreatic cancer

Yoko Matsuda（Kagawa University）

Pancreatic Relationships with Aging, Cancer and Tissue Stem 

Cells

VP IAP central、東京事務局　松原　修

2020 年 2 月 29 日 か ら 3 月 5 日 の 期 間 で、CA の Los 

Angeles の Convention Center ①で、USCAP Meeting が開

催された。どこまでも青い空、雲ひとつないよいお天気に恵

まれ、気候も暖かく、多くの人は T-shirt で快適に動いていた。

本当に広々した Convention Center で、学会はそこのほんの

一部を利用したように思われる。会場が広いので参加者の密

集度が低く、いつもより少ないのかと思われました。中国系

の参加者が少なく、また日本などアジア系の参加者もキャン

セルせれた方が多かったと聞きました。我々も無事に

USCAP へ参加し、帰国できましたが、もう少し遅くなって

いたら、帰国後に 2 週間隔離されていたかもしれません。

学会の内容はいつも通りの Long Course（今年は乳腺腫瘍）、

Short Course、だだ広い Exhibition と Poster Hall、今年のテー

マは“Eyes on You”とかで、あちこちに目玉が光っていま

した②。Nathan Kaufman Timely Topics Lecture は、Samuel 

H. Sternberg, PhD③によるProgrammable Genome Engineering 

Using CRISPR Technology と 題 し て の 講 演 で あ っ た。

CRISPR（clustered regularly interspaced short palindromic 

repeats / CRISPR associated proteins）テクノロジーの発見

と基本機能（クラスター化された規則的な間隔の短いパリン

ドロームの繰り返し（CRISPR）によって媒介される特異な

形態の適応免疫）について説明され、このテクノロジーが開

発されているさまざまな方法に焦点が当てられました。 この

エキサイティングな技術革新を刺激し続けている CRISPR 生

物学の始まりが日本の学者から始まったことも話され誇りに

おもったことでした。これらの免疫系がバクテリア内でウイ

ルス感染に対する防御機構、細菌免疫系、を日本の学者が明

らかにしたと紹介されました。（注：1986 年発表、大阪大微

生物病研究所の中田篤男先生（現阪大名誉教授）と品川日出

夫先生（現阪大名誉教授））びっくりするような講演内容で

した。

Maude Abbot Legacy Lecture は、David S. Klimstra, MD

③ に よ っ て 行 わ れ た。Memorial Sloan Kettering Cancer 

Center の病理の Chairman であり、消化器、膵臓、肝臓と

NE 腫瘍の研究で第一人者である。多数の著書、WHO の

blue book の編集、多数のお弟子さんを育てたことでも有名

である。免疫組織化学を取り入れた腫瘍の分類、grading な

ど広範な内容の講演をされた。

今度 Modern Pathology の Chief Editor が John Eble, MD

か ら George J. Netto, MD ④ へ 替 ら れ た。3 人 の Senior 

Associate Editors と 11 人の臓器別の Associate Editors の陣

容で臨まれ、大変意欲的な姿勢と思われます。Review は 2-3

週間で採択の決定を行うそうです。お祝いを言ったら、ベト

ナムの学会で一緒だったと言われて、忘れていたので調子を

合わせたのですが、日本へ来られなくなってとても残念と言

われていました。

今年の Honors の受賞者は Linda D. Ferrell, MD、Chris F.K. 

Fletcher, MD、Wendy L. Frankel, MD 達③で、Chris Fletcher

第 109 回 USCAP meeting 開催される

USCAP Meeting in LAX
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は日本でもお馴染みですね。最初会った時は日本に来るのが

楽しみと言っていましたが、福岡の学会の international 

session が中止になったと伝えるととても残念がっていました。

Dietmar Schmidt 先生の提案から、USCAP の場で日独医

学交流シンポジウムが開催され、日本から 3 人、ドイツから

3 人が講演して親睦を深めました⑤。

David B. Kaminsky, MD ⑥が Executive Vice President に

なってからは、USCAP の会場が見栄えがすると言うか、い

い方で芸術性を帯びたように思われます。Business meeting

や Award の式でも、真っ暗から音楽で始ったり⑦、次は何

が起こるのだろうとドキドキさせられる。彼の来ているジャ

ケットからして Michael Jackson 風である。Business Mtg の

物故者のリストに我らが Jack P. Strong, MD ⑧の名前も掲載

されたことも報告しておきます。

愛知医科大学　都築豊徳

USCAP 開催間際からコロナウイルスの問題が急速に問題

化したため、少なからぬ日本人の先生方が USCAP への参加

を断念される結果となりました。講演ではあまり気にならな

かったのですが、学会のポスター会場ではかなり空白のス

ペースが認められました。日本のみならず、中国や韓国の先

生方もほとんどが参加を断念された結果のようでした。

その状況下でしたが、3 月 3 日（火曜日）に JW Marriott 

Los Angele、Olympic I にて恒例の Japan night を開催しま

した。あとから考えると雛祭りの日であったのですが、その

時にはそこまで頭が回っておりませんでした。日本人の先生

方がどの程度参加されているのかかなり不安な状況で準備し

ておりました。幸いにも、21 名の先生方に参加して頂き、非

常に盛会に行うことが出来ました。日本から直接お見えの先

生方は少ないと思いましたので、海外に職を得て定住されて

見える先生方や現在留学中の先生方を早めにお願いし、参加

して頂くことが出来ました。国内にいるとわからない諸事情

や現在の米国での研究状況等を伺うことが出来たことは非常

に有意義でしたし、参加された先生方の意見交換も非常に有

用であったと感謝の言葉を頂きました。本来であれば、日本

の若手の先生も加わって頂き、今後の留学や研究方針等の意

見交換が出来れば最高であったのですが、時期が時期であっ

たために今回はかないませんでした。来年以降もこの Japan 

night は継続されますので、日本の若手の先生方にはぜひ参

加して頂きたいと思います。また、指導者レベルの先生方に

も現在の国際的な研究環境や人事交流の実態を知る良い機会

となるかと思いますので、USCAP に参加される場合にはこ

ちらの Japan night にも参加をお願いしたいと思います。（文

章にはできない裏話を沢山聞くことが出来る良い機会です。）

コロナウイルス感染騒動にも拘らず、IAP 会長の Schmidt

先生、常任幹事の McMahon 先生、秘書である Ramey さん

及び Booth さんらも Japan night に足を運んで頂けました。

その席上で、Schmidt 先生並びに McMahon 先生がスピーチ

をされ IAP 本部と日本支部の密な関係を話され、更には現在

日本支部が目指している 2026 年の福岡での IAP 総会誘致へ

の励ましの言葉を頂くことが出来ました。今年グラスゴーで

行われる IAP 総会にて、2026 年の IAP 総会開催地が決定さ

れますが、日本支部としても全力で開催地獲得を目指してい

るところです。両先生の御言葉はそれに向けて大きな励まし

になったと思います。

最後に、受付を手伝って頂いた愛知医科大学の高原先生並

びに Rochester 大学に留学中の寺本先生には、感謝を申し上

げたいと思います。

今年の Japan Night

Japan Night集合写真
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IAP 日本支部教育委員長　清川貴子

日　時：2020 年 11 月 14 日（土）

会　場： アクトシティ浜松  

（〒 430-7790 静岡県浜松市中区板屋町 111-1）

セ ミ ナ ー の 詳 細 や 申 込 方 法 は 7 月 ご ろ https://www.

iapjapan.org/ に掲載予定です。

１．病理診断講習会 　（午前）

テーマ：「乳腺の病理　最近の話題」

座　長：森谷卓也（川崎医科大学病理学）

【緒言】

「乳癌組織分類の要点（仮題）」森谷卓也

【教育講演 1】

「乳腺疾患鑑別の要点：免疫組織化学を含めて」

小塚祐司（三重大学附属病院がんセンター / 病理部）

【教育講演 2】

「乳癌の多様性：治療をふまえた分子生物学的アプローチ」

鹿股直樹（聖路加国際病院病理診断科）

概　要：

乳癌の病理診断は、良悪性の診断、組織型判定を基盤とし

ていた時代から、乳房温存手術の導入に伴い摘出標本全体で

の広がり診断や切除断端の評価が注目されるようになった。

また、ホルモン受容体、HER2 などのバイオマーカー検索と、

内因性サブタイプの概念の発達、針生検法の導入、センチネ

ルリンパ節に対する癌転移の検索、術前薬物療法の治療効果

判定、さらには Ki67 labeling index 測定、腫瘍浸潤リンパ球

や PD-L1 の判定など、検索項目が飛躍的に増加し、病理医の

業務はますます多様化してきている。このような現状をふま

え、本講習会では、最初に病理診断の基盤となる「組織型」

について、乳癌取扱い規約および 2019 年に発刊された WHO

分類（第 5 版）それぞれの考え方や、両者の読み替えの仕方

のポイントについて概説する。次に、乳癌の診断を行う上で

欠かせない鑑別診断（良・悪性の鑑別、癌の浸潤の有無につ

いての鑑別、類似する組織型の鑑別、など）について、基本

的な標本観察の作法、鑑別疾患の挙げ方と、有用な免疫染色

を含めた鑑別診断のポイントについて解説していただく。さ

らに、最近では病理分類の一部が治療の選択やその効果予測

に連動していることをふまえ、日常診療の中で乳癌の多様性

をどのように評価し、臨床に役立てるべきか、最新の知見を

含めて述べていただく。このセッションが、明日からの病理

診断に直接役立つ情報提供の場となれば幸いである。

２．スライドセミナー 　（午後）

＊New!
食道胃接合部・胃・十二指腸の病理
河内　洋（がん研究会有明病院　臨床病理センター　病理
部）

＊New! 乳腺の病理
森谷　鈴子（滋賀医科大学附属病院　病理部）

＊New! 肝の病理（非腫瘍および腫瘍）
原田　憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系人体病理）

＊New! 膵の病理（非腫瘍および腫瘍）
能登原　憲司（倉敷中央病院病理診断科）

● 子宮腫瘍
三上　芳喜（熊本大学医学部附属病院　病理診断科）

● 腎腫瘍
黒田　直人（高知赤十字病院　病理診断科）

＃ 皮膚の腫瘍性疾患
新井　栄一（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

＃ 骨髄病理の基礎と診断
伊藤　雅文（名古屋第一赤十字病院病理部）

＊ New!　は今年から行わるコース、●は今年に続いて来年

も行われるコース、# 印は今回で終了するコース。

〔参加方法〕IAP 日本支部ホームページにてオンライン登録

午前の病理診断講習会、午後のスライドセミナーともに、

事前の web 上での申し込みと受講料の振り込みが必要です。

会場での申し込み・支払いは一切受け付けませんのでご注意

ください。スライドセミナーの受講者には、事前資料として

バーチャルスライドを web 上で公開する予定です。

〔資格更新単位〕専門医更新単位は、午前中の診断講習会で

は教育講演 1、2 で各 1 単位ずつ計 2 単位、午後のセミナー

では各コース 2 単位ずつの取得が可能です。

盛会となった会の様子

2020 年 IAP 日本支部 
教育セミナーのお知らせ

小塚先生 鹿股先生森谷先生
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〔受講料（1 コース）〕

一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円
スライドセミナー

（1 コース） 10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

今年、第 4 回目となる講習会を開催予定にしています。参

加申し込みは JDIAP の HP からです。登録期間は、3 月 5 日

（木）正午から 4 月 30 日（木）17：00 までで、定員になり次

第終了します。会員の方はマイページのログイン情報が必要

です。事前に ID、PW をお確かめください。お忘れの方は、「マ

イページ ID、パスワード忘れの手続きについて」をご参照

いただき、再発行をしてください。

● Day-1：外科病理診断講習会の部

日時： 2020 年 5 月 23 日（土曜日）09：00 から 17：00  

受付は 8：45 から開始

場所： 東京慈恵会医科大学　大学 1 号館講堂  

（大学 1 号館 3 階）  

〒 105-8461 東京都港区西新橋 3 － 25 － 8

本講習会の狙い：広い範囲の臓器にわたる外科病理診断入門

コースの講義を行い、病理専門医試験受験前後の若手病理医

の外科病理診断力の向上に役立てることを目的としています。

専門性の高い秋の JDIAP 教育セミナーやスライドセミナー

に対して、本講習会では、各臓器の専門家を講師として，基

礎的な知識をわかりやすく解説する予定です。

講師およびスケジュール：

09：00 -10：00 婦人科病理：内膜組織診の基本
清川貴子　東京慈恵会医科大学

10：00 -11：00 呼吸器病理：生検診断の基本
松原　修　平塚共済病院

11：00 -12：00 消化管病理：胃生検診断の基本
九嶋亮治　滋賀医科大学

12：00 -12：45 昼休み

12：45 -13：45
肝臓病理：
肝生検の要点と免疫組織化学の基本
羽賀博典　京都大学

13：45 -14：45 乳腺病理：良悪性鑑別の要点
森谷卓也　川崎医科大学

14：45 -15：00 休憩

15：00 -16：00 骨軟部腫瘍病理：遭遇頻度の高いもの
小田義直　九州大学

16：00 -17：00
泌尿器病理：
腎細胞癌：肉眼から組織像までの基本所見
都築豊徳　愛知医科大学

定員：100 名、先着順。 ハンドアウトを配布します。本講習

会は病理専門医の更新単位はありません。

● Day-2：病理解剖診断講習会の部

日　時： 2020 年 5 月 24 日（日曜日）09：00 から 11：00  

受付は 8：45 から開始

場　所： 東京慈恵会医科大学　顕微鏡実習室  

（本館後棟東 3 階）

参加費：会員 10,000 円、非会員 15,000 円（※参加費は税込）

添削講師：

 加藤良平（伊藤病院）、 吉野　正（岡山大学）、 松原　修（平

塚共済病院 / がん研）

定　員： 40 名、先着順。 資料とガラス標本を当日お配りし

ます。ボールペンを持参ください。

参加費の納入をもって参加決定とします。2020 年 5 月 7 日

（木）17 時までにキャンセルの連絡を頂いた場合にのみ返金

をいたします。

¡：若手病理医が直面する病理解剖診断書の作成にあたっての

工夫、コツを学んでもらおうとの狙いです。実際に 1 症例を

模擬症例として提示し、臨床経過、検査データ、画像のコピー、

マクロ写真、組織のガラス標本をお渡しますので、実習室で

顕微鏡を使用して、病理解剖報告書を作成、回答、報告書を

提出していただきます。後日、講師陣が添削をして返送する

という形を取ります。

なお、新型コロナウイルスの影響で、現地開催は難しい状

況にあります。すでに参加申し込みをしていただいた方には

相応の対応を関係者と協議しています。最新の情報は HP で

確認ください。2020 年 4 月 1 日時点でのご報告です。

日時：2020 年 5 月 23 日（土）、24 日（日）

場所：東京慈恵会医科大学

詳細： https://www.iapjapan.org/educational/fundamental.

html

日時：2020 年 8 月 29 日（土）－ 9 月 2 日（水）

場所： Scottish Event Campus, Glasgow, G3 8YW, Scotland, 

United Kingdom

詳細：https://www.esp-congress.org/

2020 年第 4 回「ふぁんだめんたる」 
病理診断講習会のご案内

Upcoming Meeting

第 4 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会

第 33 回 IAP Congress
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日時：10 月 3 日（土）、4 日（日）

場所：メルパルク京都（京都市）

詳細： https://www.iapjapan.org/meetings/conference_02.

html

日時：2020 年 11 月 14 日（土）

場所：アクトシティ浜松（静岡市）

詳細：https://www.iapjapan.org/announcement/1.html

（本号 p21 － 22 もご覧ください）

日時：2021 年 3 月 13 日（土）－ 3 月 18 日（木）

場所： Baltimore Convention Center and Hilton Baltimore, 

Baltimore, MD

日時：2021 年 11 月３日（水）－６日（土）

場所：岡山コンベンションセンター

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

日時：2022 年 3 月 19 日（土）－ 3 月 24 日（木）

場所： Los Angeles Convention Center and JW Marriott LA 

Live, Los Angeles, CA

日時：2022 年 10 月 9 日（日）－ 14 日（金）

場所：Sydney, Australia

日時：2024 年 10 月 26 日（土）－ 31 日（木）

場所：Cancun, Mexico

第 1回理事会
日　時：2020 年 1 月 17 日（金）10：00 ～ 11：30

場　所：品川プリンスホテル

出席者： 岩下、長村、小田、加藤、清川、九嶋、都築、中谷、

長尾、長嶋、羽賀、松原、森谷、吉野、大谷（事務局）、

鈴木（事務局）

欠席者：中村、久岡

報告事項
1．2020 年理事、役員、各委員会の確認

2．2020 年開催予定国際会議、学術集会

3．第 59 回病理学教育セミナー報告

4． 第 65 回日本病理学会（JSP）秋期特別総会　国際ポスター

セッション（IPS）報告

5．2026 年 IAP Int’l Congress 福岡誘致活動報告

6．委員会報告

7．庶務報告

8．その他

審議事項
9．2020 年事業計画を確認

10． 第 60 回病理学教育セミナー：病理診断講習会とスライ

ドセミナー新規 4 コースの演題および演者を選定

11． 第109回JSP総会　Asian Forum／コンパニオンミーティ

ング：進捗状況、費用負担を説明

12．第 4 回ふぁんだめんたる講習会

13．第 8 回日台合同スライドカンファレンス：予算案を審議

14． 第 66 回 JSP 秋期特別総会　IPS 招聘の制度改革、招聘

国の議論：招聘国の選定を審議

15． 2020 年日台交流事業：Senior は Asian Forum の演者と

して、Junior は IPS 発表者として招聘

16．2021 年 APIAP Congress：進捗状況を説明

17． 2026 年 IAP Int’l Congress 福岡開催誘致：開催地選挙

は 2020 年 9 月 1 日 13 時 ～（ 現 地 時 間 ） ※ 日 時 は

tentative

18．その他

  　・IAP Congress in Glasgow の Bursary

  　・賛助会員の獲得：引き続き企業に呼び掛けていく

  　・ 海外からの留学生問題：observership の問い合わせへ

の対応を審議

第 8 回日台合同スライドカンファレンス

第 60 回 IAP 病理学教育セミナー

第110回 United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第111回 United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

第 34 回 IAP Congress

第 35 回 IAP Congress

2020 年第 1 回理事会



24

 ・ 2020 年の会費請求書を昨年 12 月にお送りしています。ま

だ支払いの済んでいない方は手続きをお願いします。なお

名誉会員、シニア会員の方は会費免除のため請求はありま

せん。

 ・ 会員情報に変更のある方は、マイページにて変更手続きを

お願いします。マイページの ID、PW が不明な方、Email

アドレスを未登録の方は東京事務局までご連絡ください。

東京事務局

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

名古屋事務局

TEL：090-5876-9014

Email：nagoya.office@iapjapan.org

IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引  

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引  

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円  

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合  

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円  

= 計 32,000 円  

非会員　受講料＝ 38,000 円  

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読  

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-  

1 冊の年間購読料 約 $99 ～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin

5． スライドセミナー 3 年経過したものを HP 上でハンドアウ

ト公開（予定）

6． 国際学会の情報取得  

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日 韓 合 同 ス ラ イ ド カ ン

ファランス / 日台合同スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員 ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上で会員歴 20 年以上の現会員

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

 特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します

* 申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してくださ

い

現在、賛助会員として下記の 8 社にお世話になっておりま

す。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを紹介

させていただいております。ご協力に大変感謝致します。会

員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　フィリップス ジャパン

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　長嶋洋治

事務局よりお知らせ

IAP 日本支部会員になろう！
JDIAP 賛助会員


